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奈
良
時
代
の
古
代
日
本
語
が
、
現
在
の
本
州
東
部
方
言
と
本
州
酉
部
方
言

と
の
境
界
地
帯
で
、
ほ
ぽ
東
西
に
大
き
く
分
か
れ
、
二
大
方
言
区
画
を
形
成

し
て
い
た
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
｀
現
在
、
本
州
東
部

方
百
に
属
す
る
遠
江
・
信
濃
以
東
の
国
々
が
、
奈
良
時
代
の
東
国
方
言
区
画

に
属
す
る
国
々
で
あ
る
’
し
た
が
っ
て
、
奈
良
時
代
の
東
国
方
言
の
資
料

は
、
万
葉
集
に
集
録
さ
れ
た
東
歌
及
び
防
人
歌
の
ほ
か
に
、
養
老
末
年
頃
ま

で
に
は
成
立
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
常
陸
国
風
土
記
に
大
か
た
尽
く

さ
れ
て
い
る
。

万
菓
集
巻
十
四
の
東
歌
は
、
巻
二
十
の
防
人
歌
に
比
べ
て
、
音
糾
に
お
い

て
は
、
大
和
地
方
を
中
心
と
す
る
中
央
語
と
一
致
す
る
事
例
が
甚
だ
多
い
。

そ
れ
は
、
巻
十
四
の
東
歌
の
叙
集
事
情
と
現
在
の
表
記
字
面
に
到
達
す
る
ま

で
の
編
纂
過
程
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
策
集
事
情
に
は
い
く
つ
か
考

え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
東
人
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
大
和
地
方
の
官
僚
歌
人
乃
至
宮
廷
関
係
で
集
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
特
定
の
個
人
に
推
定
で
き
る
よ
う
な
根
拠
は
な

い
。
と
こ
ろ
で
、
現
在
の
よ
う
な
表
記
字
面
が
最
初
の
集
録
者
の
表
記
字
面

を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

人
が
疑
っ
て
い
る
。
沢
潟
久
孝
氏
は
、

左
乎
思
鹿
能
布
須
也
久
草
無
良
見
要
受
等
屈
児
呂
我
可
奈
門
欲
由

可
久
之
要
思
母

は
、
か
り
に
想
像
す
る
な
ら
ば
、

0

0

 

0
 
0
 

0
 

左
牡
鹿
乃
伏
也
草
村
雖
不
所
見
児
呂
之
金
門
従
往
久
之
古
裳
な
ど
と
書

か
れ
て
ゐ
た
も
の
を
後
に
一
字
一
字
音
の
書
式
に
書
き
改
め
た
事
を
示

す
も
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
か
。

と
お
述
べ
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
「
見
」
「
児
」
は
正

訓
で
あ
り
、
「
鹿
」
「
門
」
は
所
謂
借
訓
で
あ
り
な
が
ら
、
語
の
内
容
と

一
致
し
、
「
草
」
も
略
音
で
あ
っ
て
語
の
内
容
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
を

7
1
-

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
思
鹿
」
「
久
草
」
の
表
記
は
、
音
訓
い
ず
れ
を
用
い

る
に
し
て
も
、
語
音
を
構
成
す
る
―
つ
の
音
を
表
記
す
る
と
共
に
、
語
義
を

示
唆
し
連
想
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
こ
と
は
、
お
説
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
表
音
・
表
慈
を
兼
ね
た
用
字
法
を
、
か
り
に
意
義
連
想
の
音
仮
名
・
訓

仮
名
と
名
づ
け
る
こ
と
に
す
る
。
巻
十
四
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
事
例
を
次

に
掲
げ
、
更
に
こ
れ
ら
の
事
例
と
比
較
す
る
た
め
に
、
巻
十
四
以
外
の
巻
に

お
け
る
事
例
を
掲
げ
よ
う
。

A
、

音

仮

名

河
泊
ー
ー
相
模
36
、
武
蔵
37
、
信
隈
40
、
上
野
41
、
下
野
42
、
雑
歌

44

3530 

百
田ネ`

田

表
記
法
か
ら
見
た
万
葉
集
巻
十
四
の
成
立
に
つ
い
て

良

輔
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思水水水
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I 刀 1 君
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3530 聞 3528 名
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水
乎
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久
思
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遠
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42
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麻
呂

074
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持
303646

4
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B
、

訓

仮

名

2
 

呂
の
伝
誦
歌
を
家
持
が
採
録
し
た
）

06
、
巻
二
十
・
大
伴
家

4
 

5
 

可
伎
都
楊
疑
ー
ー
相
聞
453
 

1

8
 

相
聞
51
、
防
人
歌

56

3

3
 

物

能

ー

遠

江
42
、
上
野
43
、
雑
歌
44
、

3
 

楊
奈
疑
ー
—
相
聞
4
9
2
 

楊
奈
疑
ー
相
聞
493
 

碑
、
相
聞
寧
紐
函5

4

7

6
 

可
波
ー
|
上
野
4041
、
相
聞
4954

3

3

3

3
 

直
ー
下
総
38
、
雑
歌

5354

，
 

波
由
馬
|
ー
雑
歌
433
 

9

7

8
 

宇
馬
ー
_
雑
歌
4353
（
古
宇
馬
）

53

3

3

3
 

久
草
'
|
相
聞
53

仮

名

楊
木
ー
ー
相
聞
54
（
安
平
楊
木
）

4
 

千
等
世
—
ー
相
聞4
7
3
 

注
他
に
借
訓
仮
名
の
左
の
一
例
が
あ
る
。

安
可
見
夜
麻
（
地
名
）

I
相
聞
479

以
上
の
事
例
中
、
巻
十
四
の
み
見
え
る
も
の
は
、
凶
古
馬
・
波
由
馬
・
宇

馬
・
久
草
、
閻
囮
の
事
例
全
部
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
凶
の
う
ち
、
河
泊

・
可
波
・
物
能
・
楊
奈
（
奈
）
疑
等
は
、
巻
十
四
以
外
に
も
次
の
よ
う
に
見

え
て
い
る
。

喜
ー
巻
十
五
•
作
者
不
明

6
1
8

可
波
'
|
巻
五
・
大
伴
旅
人8
5
4
8
5
5
8
5
8

、
巻
十
五
•
作
者
不
明
顕
、
巻
十

七
・
大
伴
家
持
95
、
巻
十
八
・
大
伴
家
持
表
記
（
田
辺
福
麻

物
能
ー
ー
巻
五
•
山
上
憶
良
8
0
2
8
0
4
8
9
2

、
巻
十
七
・
大
伴
家
持
匈
寧
寧
寧

巻
十
八
・
大
伴
家
持
蜘
螂
憚
畑
、
大
伴
池
主
直

楊
奈
疑
ー
ー
第
十
七
・
大
伴
書
持
（
家
持
？
）9
0、
巻
十
八
•
田
辺
福

C
、
音

訓
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39404142
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・
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8
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持
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持
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9090
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二
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中
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49
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市
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烏
梅
|
ー
巻
五
。
梅
花
歌
1
1
1
1
1

宇
梅
ー
|
巻
五
・
土
師
氏
御
通

843
、
大
伴
旅
人

851
、
巻
十
七
・
大
伴
書

ヽ

伴
家
持
表
記
？

064
 

3
 

楊
疑
ー
ー
巻
十
五
•
作
者
不
明6
0
（
安
乎
楊
疑
）

3
 

た
だ
、
大
伴
旅
人
・
家
持
父
子
に
限
っ
て
用
い
て
い
る

喜

ー

巻

五

・

大

伴

旅

人

859861
、
巻
十
九
叩
憚

の
事
例
が
、
巻
十
四
に
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
「
河
波
」
の

「
河
」
は
伝
本
に
よ
っ
て
は
、
い
ず
れ
も
「
可
」
と
あ
る
が
、
「
河
」
が
原

形
で
は
あ
る
ま
い
か
。

以
上
は
、
「
河
波
」
を
除
い
て
、
巻
十
四
に
見
え
る
意
義
連
想
の
音
仮
名

表
記
の
事
例
中
、
他
の
巻
に
も
見
え
る
同
一
表
記
字
面
の
事
例
で
あ
る
が
、

大
伴
家
持
の
歌
に
最
も
多
く
見
ら
れ
、
父
の
大
伴
旅
人
、
弟
の
書
持
、
同
族

で
下
僚
の
大
伴
池
主
、
下
僚
の
田
辺
福
麻
呂
の
よ
う
に
家
持
の
近
親
者
乃
至

周
囲
の
人
や
、
家
持
が
私
淑
し
、
家
持
の
作
品
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
山
上
憶
良
の
作
品
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
事
例
が
見
え
る
歌

の
作
者
と
考
え
合
わ
せ
る
と
‘
―
つ
の
重
要
な
示
唆
が
与
え
ら
れ
る
。

加
波
|
ー
巻
十
七
・
大
伴
家
持
0001
、
田
辺
梱
麻
呂
00
、
巻
十
八
・
大

楊
奈
宜
（
参
照
）
ー
ー
巻
五
・
大
伴
旅
人
？
840

1
2
3
 

大
伴
書
持
（
家
持
？
）

909090
、
巻
十
八
・
大
伴
家
持

13.
、

3
3
3
 

6

2

 

巻
二
十
・
大
原
真
人
今
城
49
、
廿
南
備
伊
香
真
人
50

4

4

 

「
梅
花
歌
三
十
二
首
珪
序
」
は
、
そ
の
序
の
作
者
が
旅
人
で
あ
る
と
同
じ

く
、
梅
花
歌
三
十
二
首
の
筆
録
者
も
旅
人
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
増
田

正
氏
は
、
「
梅
花
歌
三
十
二
首
」
中
に
使
用
さ
れ
た
音
仮
名
の
字
栂
か
ら
も

筆
録
者
が
旅
人
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
烏

梅
」
は
、
「
梅
花
歌
」
中
の
土
師
氏
御
通
の
歌
に
見
ら
れ
る
「
宇
梅
」
と
共

に
旅
人
の
表
記
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
大
原
真
人
今
城
が
家
持
と
近
い

血
緑
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
筆
者
が
三
十
年
ほ
ど
前
に
考
察
し
た
こ
と
が
あ

(

3

)

 

る
。
中
臣
清
麻
呂
・
市
原
王
の
「
宇
梅
」
、
大
原
真
人
今
城
・
廿
南
備
伊
香

真
人
の
「
烏
梅
」
の
見
ら
れ
る
歌
は
、
い
ず
れ
も
中
臣
清
麻
呂
宅
で
催
さ
れ

た
宴
席
の
歌
十
五
首
中
の
歌
で
あ
っ
て
、
前
記
の
四
人
の
ほ
か
に
家
持
が
加

わ
り
、
五
人
の
宴
歌
が
見
え
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
囚
意
義
連
想
の
音
仮
名
の
表
記
法
は
、
旅
人
。
憶
良
、
殊

に
旅
人
の
技
巧
的
表
記
法
と
見
ら
れ
、
男
家
持
が
こ
の
表
記
技
巧
を
大
い
に

用
い
、
家
持
周
囲
の
親
し
い
人
々
が
、
家
持
の
表
記
字
面
を
採
り
入
れ
た
と

見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
Q

臆
測
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
家
持
の
同
族
で
下
僚
の

大
伴
池
主
や
田
辺
福
麻
呂
は
、
上
長
の
家
持
へ
贈
る
歌
に
は
、
家
持
が
用

い
た
語
と
同
語
を
用
い
る
ば
あ
い
、
家
持
の
表
記
字
面
と
同
じ
表
記
字
面
で

表
記
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
殊
に
答
歌
の
ば
あ
い
は
、
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
家
持
が
「
加
波
」
を
用
い
た
贈
歌
（
四

0
0
0
)
に
対
す
る

福
豚
呂
の
答
歌
（
四

0
0
三
）
に
は
同
じ
「
加
波
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
加
波
」
は
、
こ
の
袖
麻
呂
の
ほ
か
に
三
例
あ
る
が
、
す
べ
て
家
持
の
歌
で

あ
る
。
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巻十四（その一）

D I C I B I A 

3416上野 3542聞 3516闘 3371相模 3360伊豆
3546聞 3530聞 3414上野 3439雑

3433相模 3566聞
多 美

I 贔 ! 木
思 喜 3538聞

~ ! >
鹿 鸞3438雑

扉呂
3429遠江

3525聞
3471聞 3434上野 3537聞

3475聞 3517聞
3470聞 ~ 3443雑 瓜・3515聞 3526聞 世孟

3511聞

3521 0聞 357安6瞥
野

3516聞 許 3568防人 3387下総

喜 己 ； 
3528聞 畠 3539聞

呂

焚 盗嘉3492聞 3382上総 3 44夜朽串2雑 35古馬42 闘
3543聞 I 

君

i 
母
乎 家 3554聞 3439雑

3531聞 3373武蔵 3444雑 羞
349＇ 1111 波3486闘

思 ! fu 閃 鷹
開 斎， 3366相模

i 
34許~1相模

I 349＇ 頌 3373武蔵
誓

己
3400信濃

許 波 3413上野

> 3487聞 35許_17聞
3510聞 3455聞 3425下野

i 己 羹良 』Iii 
3440雑

は 婆 3446雑

335魯婆2信濃 酒曾
3538聞 閃 3505聞

i 思

君 3544聞
3564聞 i 

343芸等須6上野 騰酒香安酒

3545聞

喜
胃

天
3530聞

3365相模 3511聞 盗

i 奈

3506聞 多 ！ 

3565聞
3367相模 奈 3505聞

>
3463聞 閃 眉
3466聞

I 3356駿河

348i 7閻
悶 34az聞 盃
3496聞

3360伊豆 3507聞

3360 3536聞
或本歌

里 3538聞
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巻十四（その二）

E I D 

能乎能那 3428陸奥 350流留比可奴奴婆1閻 34抒登之氏6等7閻 34阿9安也雨夜繭7聞 能 末能手児奈 太布、波礼甲い 息溺3534聞 337,-,-, 女9武蔵

35喜71防人 3 

3537聞〗

嬰 望言閃塁 『
3552間 保保奈那聞 豆君麻氏面 流留 左ぷ 35和須i 5礼7間麻 34 3385下総
比 3535間

等其等 5可是能等乃3雑 3456聞 3506闘 於我ら比 末於比麻須乃 3359駿河

奴流婆 鷹 345布2雑 訛乎遠 33519閻闘
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憶
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以
上
込
べ
た
こ
と
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
云
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
意
義
連
想
の
音
仮
名
法
は
、
個
人
で
は
家
持
・
に
お
い
て
そ
の
姐
点
に
逹

し
、
万
葉
集
の
巻
々
で
は
巻
卜
四
に
お
い
て
頂
点
に
逹
し
て
い
る
。
し
か

も
、
家
持
の
父
旅
人
及
び
私
淑
す
る
岱
良
に
源
を
発
し
た
意
義
連
祖
心
の
音
仮

名
法
は
、
そ
の
殆
ど
が
家
持
を
中
心
と
し
て
そ
の
問
辺
の
同
族
や
下
燎
や
交

友
の
作
品
に
見
ら
れ
、
巻
五
・
十
四
を
除
い
て
は
、
事
例
数
は
巻
十
七
に
最

も
多
く
、
巻
十
八
•
二
十
・
十
五
・
十
九
の
順
庁
に
現
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
巻
十
四
に
見
え
る
事
例
数
は
、
巻
十
在
以
降
の
打
巻
（
巻
十
六

に
は
事
例
が
な
い
）
に
見
え
る
総
事
例
数
に
殆
ど
匹
敵
す
る
ば
か
り
で
な

く
、
相
違
す
る
表
記
字
面
の
数
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
よ
う
で
あ
る
。

巻
五
に
は
河
波
・
可
設
。
加
波
・
物
能
・
烏
梅
・
宇
梅
・
牟
梅
・
干
梅
・
楊

奈
宜
・
多
都
能
馬
の
意
義
迎
想
の
音
仮
名
が
あ
る
が
、
巻
十
四
に
見
え
な
い

も
の
は
、
河
波
・
烏
（
宇
・
牟
・
1

卜
）
梅
の
二
例
で
あ
り
、
そ
れ
も
、
「
ウ

め
」
は
巻
十
四
に
語
が
な
い
た
め
に
見
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
河
波
一
例

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
て
、
巻
十
四
に
見
え
る
河
泊
・
孤
北i
•久

草
な
ど
の
よ
う
な
高
度
の
総
義
連
想
の
首
仮
名
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
寇
義
連
想
の
音
仮
名
の
事
例
数
に
お
い
て
、
ま
た
そ
の
高
度
の
技

巧
に
お
い
て
も
、
巻
五
に
比
し
て
巻
十
四
の
方
が
一
段
と
腑
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
意
義
連
想
の
訓
仮
名
と
音
訓
仮
名
は
巻
五
と
巻
十
五
と
に
は
全
く
見

ら
れ
な
い
。
意
義
連
想
の
音
訓
仮
名
と
訓
仮
名
の
事
例
は
巻
十
四
・
十
七
・

十
八
・
十
九
の
四
在
に
合
わ
せ
て
十
一
事
例
が
見
え
て
い
る
。
し
か
し
、
音

訓
仮
名
は
巻
十
四
の
「
安
平
楊
木
」
「
千
等
世
」
の
二
例
だ
け
で
、
舜
〕
卜
七

・
十
八
・
十
九
に
も
事
例
が
な
い
。
巻
十
九
に
「
庭
多
豆
水
」
「
水
奴
麻
」

の
二
例
が
あ
る
が
、
訓
仮
名
の
祇
例
に
入
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
3

し
た

が
っ
て
、
右
の
四
巻
に
は
、
音
訓
仮
名
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
謡
義

連
想
の
音
仮
名
で
も
、
大
伴
家
持
が
そ
の
事
例
数
と
表
現
技
面
に
お
い
て
勝

っ
て
い
た
よ
う
に
、
意
義
連
想
の
訓
仮
名
に
お
い
て
も
4

や
け
り
家
持
が
第

一
人
者
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
万
葉
梨
の
各
在
で
は
、
と
い
っ
て
も
仮
名
で

表
記
さ
れ
て
い
る
巻
上
・
十
四
・
十
丘
・
十
七
・
十
八
・
十
九
・
ニ
十
の
七

巻
で
あ
る
が
、
巻
十
四
に
お
い
て
、
音
仮
名
と
同
じ
く
訓
仮
名
も
、
事
例
数

と
表
記
上
の
表
現
技
巧
は
、
そ
の
頭
点
に
辻
し
て
い
る
。
こ
こ
で
ふ
り
返
っ

て
考
え
た
い
こ
と
は
、
右
の
仮
名
晶
の
七
巻
に
お
い
て
、
巻
斤
で
は
意
義
連

想
の
音
仮
名
だ
け
が
見
ら
れ
、
麿
十
五
・
十
七
・
十
八
・
十
九
•
^
-
＋
の
五

巻
で
は
、
巻
二
十
に
は
意
義
連
恕
の
訓
仮
名
の
事
例
は
な
く
、
店
十
七
・
十

八
を
珀
点
と
し
て
麻
義
連
想
の
音
仮
名
と
訓
仮
名
と
の
事
例
か
多
く
見
ら
れ

る
。
そ
の
中
心
は
大
伴
家
持
に
あ
る
が
、
巻
十
四
に
お
け
る
＇
い
義
連
想
の
音

仮
名
・
訓
仮
名
・
音
訓
仮
名
の
事
例
数
や
表
現
技
術
は
、
な
五
以
下
の
他
の

仮
名
贔
の
六
巻
を
介
わ
せ
た
事
例
数
に
殆
ど
匹
敵
す
る
ば
か
り
で
な
く
そ
の

表
現
技
術
に
は
優
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
何
を
託
味
す
る
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
沢
泊
久
孝
氏
が
お
述
べ
に
な
っ
た
詞
記
の
巻
卜
四
の
成

立
に
関
す
る
お
説
に
つ
い
て
再
考
し
た
い
。

中
央
詰
糸
古
代
詔
と
当
時
の
東
国
方
言
で
あ
る
東
歌
と
は
方
一
口
的
差
異
が

著
し
か
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
ぺ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

沢
泊
氏
が
仮
説
と
し
て
お
示
し
に
な
っ
た
よ
う
な
「
左
牡
鹿
乃
伏
也
草
村
雖

不
所
見
児
呂
之
金
門
従
仕
久
之
吉
裳
」
な
ど
の
よ
う
に
は
じ
め
表
記
さ
れ
て

い
た
と
し
た
ら
、
東
歌
に
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
東
国
方
言
の
方
言
的
要
素

は
、
当
時
の
東
国
地
方
の
国
々
の
方
言
に
桔
通
し
て
い
る
肯
で
な
い
限
り
、

た
と
い
巻
二
十
の
防
人
歌
に
比
し
て
東
歌
の
方
は
都
人
士
に
よ
り
中
央
語
化

さ
れ
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
東
歌
に
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
程
度
の
方
言

的
要
素
に
ま
で
確
実
に
方
一
口
化
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
遠
藤
嘉
基
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2
 

胃

知

知

404
 

氏
は
、
東
歌
の
原
歌
形
式
を
次
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、

ー
一
字
一
音
式
に
よ
っ
た
も
の
。

2

巻
十
一
・
十
二
の
書
式
を
主
と
し
て
、
そ
れ
に
助
詞
・
助
動
詞
・

動
詞
な
ど
の
特
殊
性
の
あ
る
も
の
に
は
注
意
深
く
仮
名
害
に
し
た

も
の
。

(

4

)

 

の
両
形
式
が
併
存
し
て
い
た
と
椎
定
さ
れ
て
い
る
。
沢
潟
久
孝
氏
の
お
説
を

否
定
し
な
い
と
す
れ
ば
、
両
形
式
の
併
存
と
い
う
こ
と
は
、
東
歌
に
硯
わ
れ

て
い
る
方
言
的
要
素
の
表
記
に
は
、
絶
対
的
で
且
つ
最
少
限
度
の
条
件
で
あ

る
。
と
い
う
の
は
、
巻
二
十
の
防
人
歌
に
お
い
て
、
漠
字
の
訓
を
用
い
て
表

記
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、

喜
ー
喜
、
父
•
母

3
2、
相
校
1

日

3
3、
駿
河
I

父
母
3
3、

白
玉
悶
、
父
罰
ヽ
鵡
罰
、
璽
罰
、
雪
麟
、
常
陸
ー
幻
叩
‘
罰
燭

が
あ
る
。
各
国
の
防
人
歌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
防
人
部
領
使
が
記
し
た
も

の
で
、
表
記
者
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
中
央
語
系
と
異
な
る
ば
あ
い
は
、
某

礎
語
で
も
音
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
奈
良
時
代
の
中
央
語
で

は
衰
滅
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
栂
の
古
語
「
オ
モ
」
「
ア
モ
」
、
父
の
方
言

音
「
ン
ン
」
は
、
音
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。

3407 野 中な 3395 児： 3377 児こ実み
3417 3403 ? 力. 3384 3373 3364 
3405 3401 3385 

砿 3{贔；
本者i
歌 3399
‘ーノ

3406 
3406 井ゐ
3412 3398 

悶

つ
ま
り
、
東
歌
の
匝
接
の
採
録
者
が
表
記
し
た
も
の
に
は
、
字
音
仮
名
の

み
で
表
記
さ
れ
た
も
の
の
ほ
か
に
、
防
人
歌
で
最
も
字
訓
を
用
い
て
い
る
。

0
 

0
 
O
 

多
知
波
茶
能
美
衣
利
乃
佐
刀
蘭
父
乎
於
伎
五
道
乃
長
道
波
由
伎
加
立
努

加
毛
（
四
三
四
一
・
駿
河
）

の
よ
う
な
表
記
形
式
の
も
の
が
あ
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
表
記
形
式
は
、
遠
藤
氏
の
図
の
表
記
形
式
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
し
か
し
て
、
東
歌
に
お
い
て
、
字
訓
で
表
記
さ
れ
て
い
る
事
例
を

掲
げ
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
Q
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江
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見 ぎ

相
模
|
ー
木

注
こ
れ
ら
の
例
に
お
い
て
は
、
義
訓
の
事
例
を
示
す
に
あ
る
か

ら
、
甲
乙
両
類
の
音
の
区
別
あ
る
音
も
、
区
別
し
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
漢
字
の
訓
が
基
本
語
槃
に
属
す
る
日
常
用
語
で
あ
り
、
字

圃
も
比
較
的
に
簡
単
な
漢
字
は
、
東
歌
の
採
集
者
が
は
じ
め
か
ら
表
記
に
用

い
た
可
熊
性
が
十
分
あ
る
こ
と
は
、
前
記
の
巻
一
一
十
の
防
人
歌
（
四
三
四

一
）
か
ら
容
易
に
推
測
で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
沢
潟
久
孝
氏
が
例
示

さ
れ
た
東
歌
（
三
五
三

0
)
の
「
思
鹿
」
「
久
草
」
の
表
記
に
お
け
る
「
鹿

」
「
草
」
は
、
音
訓
い
ず
れ
を
用
い
る
に
し
て
も
、
語
音
を
構
成
す
る
一
っ

の
音
を
表
記
す
る
と
共
に
、
語
義
を
示
咬
し
連
想
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
こ
と

は
、
沢
泊
氏
が
お
述
べ
に
な
っ
た
通
り
で
、
筆
者
が
意
義
連
想
の
音
似
名
・

訓
仮
名
と
名
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
首
仮
名
ま
た
は
訓
仮
名
と
し
て
用
い
ら

れ
た
漢
字
の
義
に
品
づ
い
て
、
語
の
意
義
を
拡
充
す
る
こ
と
が
第
一
の
目
的

で
あ
る
が
、
更
に
語
が
具
体
的
に
内
有
す
る
文
学
的
情
緒
を
表
現
す
る
こ
と

を
意
図
し
た
も
の
も
あ
っ
て
、
単
に
日
常
用
語
の
記
繋
の
表
記
に
漢
字
の
訓

が
用
い
ら
れ
る
用
法
と
は
、
趣
を
異
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
川
を
「
河

泊
」
「
河
波
」
．
、
恋
を
「
孤
悲
」
「
胡
（
故
）
悲
」
、
春
を
「
芳
流
」
、
花

を
「
＂
方
奈
」
、
梅
を
「
烏
（
宇
・
子
・
牟
）
梅
」
、
柳
を
「
昌
奈
（
崇
）
疑

（
宜
）
」
、
青
柳
を
「
安
乎
楊
木
」
、
坦
つ
柳
を
「
可
伎
都
楊
疑
」
、
馬
を

「
宇
馬
」
、
社
を
「
吉
民
」
、
さ
耽
鹿
を
「
草
平
山
心
未
日
」
、
宮
士
を
「
不

描
」
、
水
を
「
水
都
」
、
宿
り
を
「
夜
粁
里
」
、
苫
し
を
「
苦
流
息
」
、
及

け
く
を
「
厭
家
久
」
、
痛
け
く
・
辛
け
く
を
そ
れ
ぞ
れ
「
伊
多
｛
ぶ
占
」
「
都

良
家
苦
」
、
降
る
を
「
放
流
」
、
帰
る
を
「
加
反
流
」
、
か
く
し
て
や
を

「
加
苦
思
底
也
」
、
ま
で
を
「
萬
代
」
、
思
ふ
心
を
を
「
念
意
結
」
な
ど
と
表

記
す
る
の
と
同
じ
で
、
意
義
述
想
の
音
仮
名
ま
た
は
訓
仮
名
と
し
て
用
い
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
巻
十
四
の
「
孤
悲
」
「
胡
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悲
」
「
楊
奈
疑
」
「
宇
馬
」
「
物
能
」
な
ど
は
、
仮
名
書
の
巻
五
・
十
五

•
十
七
・
十
八
・
十
九
・
ニ
十
な
ど
の
一
っ
以
上
の
巻
に
か
な
ら
ず
事
例

が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
巻
十
四
に
は
所
謂
変
字
法
が
表
記
に
用

い
ら
れ
、
仮
名
書
の
巻
中
最
も
多
種
多
様
の
変
字
法
が
見
え
る
。
そ
の
代

表
的
な
も
の
と
思
わ
れ
る
「
波
伴
」
「
波
播
」
は
巻
十
四
に
各
二
例
が
あ

る
。
前
者
は
巻
十
五
に
二
例
、
後
者
は
巻
十
九
の
家
持
の
作
に
一
例
見
え
て

い
る
が
、
他
の
巻
に
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
て
、
巻
十
四
の
東
歌
に
見
え

る
、
意
義
連
想
の
音
仮
名
・
訓
仮
名
・
音
訓
仮
名
、
更
に
変
字
法
の
中
、
音

訓
仮
名
を
除
い
た
他
の
三
つ
の
表
記
法
中
二
つ
乃
至
三
つ
の
表
記
法
が
、
巻

十
四
以
外
の
巻
五
・
十
五
。
十
七
・
十
八
・
十
九
・
ニ
十
に
見
ら
れ
る
が
、

事
例
数
が
最
も
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
巻
十
五
・
十
七
・
十
八
・
十
九
で
あ

る
。
そ
れ
も
大
伴
家
持
が
越
中
守
と
な
っ
て
赴
任
し
た
天
平
十
八
年
（
西
暦

七
四
六
）
閏
八
月
以
降
、
天
平
勝
宝
三
年
（
西
暦
七
五
一
）
七
月
家
持
が
少

納
言
に
任
ぜ
ら
れ
京
に
帰
る
ま
で
の
越
中
守
時
代
の
歌
で
、
万
薬
仮
名
で
表

記
さ
れ
た
歌
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
越
中
守
時
代
の
家
持
及
び
そ
の
周
辺
の
人

び
と
の
歌
に
最
も
多
く
現
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
巻
二
十
は
防
人
歌
以
外

の
歌
で
も
万
菓
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
、
少
数
の
歌
の
語
詞
に
正
訓
が
用
い
ら

れ
て
い
る
歌
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
巻
二
十
は
ほ
ぽ
万
薬
仮
名

で
表
記
さ
れ
た
巻
で
は
あ
る
が
、
す
で
に
早
く
巻
五
に
見
え
る
よ
う
な
「
烏

（
宇
）
梅
」
「
河
波
」
を
除
い
て
は
、
心
嬰
義
連
想
の
仮
名
は
な
く
、
変
字
法

も
下
火
で
あ
ま
り
活
康
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
Q

巻
十
九
に
お
い
て
も
、
す

で
に
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
明
確
に
看
取
さ
れ
る
。
天
平
勝
宝
二
年
五
月
二
十

七
日
作
の
家
持
の
長
歌
の
「
挽
歌
」
（
四
ニ
―
四
）
中
に
見
え
る
「
世
の
中

の
厭
家
久
都
良
家
苦
」
の
「
厭
」
と
「
苦
」
は
一
応
、
意
義
連
想
の
音
仮
名

と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
「
厭
」
を
「
ウ
」
と
読
ま
せ
て
い
る
の
は
、
訓

で
は
な
く
て
、
音
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の

例
以
後
に
は
、
巻
十
九
に
訓
仮
名
「
水
奴
麻
」
、
前
に
掲
げ
た
巻
二
十
の
音

仮
名
「
宇
梅
」
「
烏
梅
」
「
河
波
」
「
敷
流
」
以
外
は
、
意
義
連
想
の
仮
名

は
巻
二
十
の
終
り
ま
で
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
は
い
え
．
巻
十
九
に

は
、
巻
二
十
に
比
す
る
と
、
変
字
法
は
相
当
活
殴
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
巻
十
四
を
除
く
と
、
意
義
連
想
の
音
仮
名
・
訓
仮
名
。
変
字
法

は
、
天
平
十
八
年
七
月
か
ら
天
平
勝
宝
三
年
七
月
に
至
る
、
五
年
間
の
家
持

の
越
中
守
時
代
に
お
け
る
家
持
及
び
そ
の
周
辺
の
人
び
と
の
表
記
法
上
に
お

け
る
―
つ
の
好
み
乃
至
流
行
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に

巻
十
五
に
は
、
「
河
泊
」
「
孤
悲
」
「
胡
悲
」
「
故
悲
」
「
安
平
楊
疑
」
「
草

乎
思
香
」
の
よ
う
な
蹂
義
連
想
の
音
仮
名
や
「
伊
波
描
伐
」
「
波
伴
」
「
保

等
登
芸
頃
」
「
保
登
等
芸
頃
」
「
許
己
呂
」
「
己
許
呂
」
「
都
追
」
「
之
留

思
」
「
之
流
思
」
な
ど
の
変
字
法
が
巻
十
七
。
十
八
に
劣
ら
ず
用
い
ら
れ
て

い
る
。
と
す
る
と
、
巻
十
五
が
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
よ
う
な
表
記
法
の
流
行

期
で
あ
る
天
平
十
八
年
か
ら
勝
宝
三
年
ま
で
の
頃
に
、
表
記
の
上
に
一
度
手

が
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
巻
十
五
の
歌
は
、
「
遣

新
羅
使
人
等
」
の
歌
の
方
は
、
天
平
八
年
六
月
か
ら
天
平
九
年
正
月
頃
ま
で

の
歌
で
あ
り
、
「
中
臣
朝
臣
宅
守
与
狭
崎
茅
上
娘
子
贈
答
歌
」
は
天
平
十
年

頃
の
歌
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
て
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
表
記
上
の

特
徴
を
考
え
る
と
、
こ
の
二
つ
の
集
録
が
―
つ
に
編
集
さ
れ
て
巻
十
五
の
一

巻
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
、
越
中
守
時
代
の
大
伴
家
持
に
よ
っ
て
、
一
応
整

理
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
臆
測
も
許
さ
れ
る
か
と
思
う
。
更
に
次
の

よ
う
な
事
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
こ
の
賠
測
も
必
ず
し
も
臆
測
と
は
い
え
な

く
な
る
よ
う
で
あ
る
。
巻
十
七
以
後
の
四
巻
は
家
持
の
歌
日
記
と
も
い
う
べ

き
性
質
を
有
し
て
い
る
3

し
か
る
に
、
意
義
連
想
の
音
仮
名
・
訓
仮
名
及
び

l7 



変
’
子
法
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
巻
十
七
以
後
の
四
唸
の
中
で
も
冨
持

の
赴
巾
守
時
代
が
そ
の
頂
占
応
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
、
帰
京
一
年
前
の
天
平
肋

宝
二
年
の
作
頃
よ
り
目
作
の
歌
は
多
く
は
仮
名
父
り
の
正
訓
で
衣
記
す
る
よ

う
に
な
っ
て
、
表
記
法
が
赤
冬
わ
り
、
巻
ニ
ト
の
天
平
勝
9

立
五
年
五
月
以
後
の

歌
は
再
び
阪
名
を
主
と
し
た
衷
記
法
に
変
わ
っ
て
い
る
が
、
餘
義
辿
愁
の

音
仮
名
・
訓
仮
名
及
び
変
字
法
に
よ
る
表
記
は
、
在
十
七
・
十
八
に
比
す
る

と
著
し
く
減
少
し
て
、
却
っ
て
同
字
法
に
よ
る
表
記
法
が
優
勢
に
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
3

い
う
ま
で
も
な
く
、
家
持
の
歌
は
、
そ
の
大
部
分
は
作
歌
の

年
月
日
が
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
家
持
の
表
記
江
や
表
記
字
面
や

m字
の
変

遷
を
正
確
に
た
ど
る
こ
と
が
で
含
る
。
宋
持
の
用
字
や
表
記
法
や
衣
記
字
面

[
5
 

は
、
年
・
月
、
史
に
日
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
蛮
義
連
想
の
音
仮
名
・
訓
仮
名
や
変
字
法
が
、
9

・
脊
持
が
冗
年
間
の
越
中

守
時
代
の
は
じ
め
の
三
年
半
に
際
立
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の

頃
こ
の
よ
う
な
表
記
法
に
文
字
的
表
現
の
應
止
を
感
じ
、
心
を
引
か
れ
て
い

た
も
の
と
息
わ
れ
る
。

巻
十
四
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
意
義
連
糾
の
酋
仮
名
。
訓
仮
名
及
び

変
字
法
の
ほ
か
に
、
こ
の
咎
だ
け
に
見
え
る
衣
義
連
想
の
石
訓
仮
名
を
用
い

て
、
一
字
一
音
の
万
葉
仮
名
に
よ
る
表
記
法
に
お
い
て
は
、
四
罰
共
に
他
の

仮
名
書
の
巻
を
圧
し
た
感
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
の
表
記
法
を
好
ん
で

用
い
た
時
期
と
人
達
に
つ
い
て
い
え
ば
、
家
持
の
越
中
守
時
代
、
す
な
わ
ち

天
平
十
八
年
八
月
か
ら
天
平
勝
宝
三
年
七
月
ま
で
の
五
年
間
に
、
家
持
を
中

心
と
し
、
そ
の
血
縁
や
周
辺
の
人
逹
に
よ
っ
て
愛
用
さ
れ
、
家
特
に
つ
い
て

は
、
天
平
十
八
年
八
月
か
ら
天
平
勝
宝
二
年
三
月
の
頃
ま
で
最
も
多
く
用
い

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
考
察
し
て
来
た
事
か
ら
考
え
る
と
、
天
平
十
八
年
八
月
か
ら
天
平
胎

ぎ
一
年
三
月
頃
ま
で
の
三
年
半
の
間
、
少
な
く
と
も
天
平
肪
宝
三
年
し
月
ま

で
の
家
持
の
越
中
守
時
代
の
五
年
の
間
に
、
巻
十
四
の
床
歌
は
、
采
持
に
よ
っ

て
整
理
さ
れ
、
表
記
字
面
も
家
持
の
手
が
加
わ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

0

0

0

9

0

 

O
 
C
 

6
 

△
oJc
思
鹿
53
．
久
早
53
の
表
記
字
面
も
、
芯
十
四
に
見
え
る
安
予
憫
八
5
4
.

3

3

3
 

0
 

0
 

4

6

3

0

3

5

 

千
等

11147
。
河
泊

36374041
・
狐
悲
50
な
ど
の
一
環
と
し
て
心
更
に
．
仮
名

3

3

3

3

3

3

 

書
の
巻
々
に
見
え
る
意
義
迎
想
の
音
仮
石
・
訓
仮
名
及
び
裟
字
法
の
一
環
と

し
て
解
釈
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

万
葉
集
―
-
＋
巻
は
、
部
分
的
に
は
家
持
以
後
の
人
の
手
が
加
わ
っ
て
い
て

も
、
家
持
に
よ
っ
て
現
存
万
葉
集
の
形
に
編
娯
さ
れ
た
も
の
と
見
て
、
大
過

は
な
か
ろ
う
。
殊
に
、
巻
十
七
・
十
八
？
千
九
・
ニ
十
の
四
巻
ぱ
~
＇
，
ぷ
待
家

集
の
色
彩
が
濃
く
、
家
持
が
編
寮
し
に
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
さ
よ
う
3

そ

し
て
、
こ
れ
ら
の
四
巻
に
お
け
る
｀
意
義
連
息
の
音
仮
名
・
訓
仮
名
・
白
訓
仮

名
及
び
変
字
法
・
同
字
法
等
の
表
記
法
の
使
田
状
態
と
在
十
四
の
忙
川
状
態

と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
唸
十
四
は
家
持
に
よ
っ
て
整
圃
r

編
蛤
さ
れ

た
形
跡
が
明
ら
か
に
見
受
け
ら
れ
る
°
辛
吃
卜
五
に
つ
い
て
も
巻
十
四
と
同
様

な
こ
と
が
い
え
る
J

し
た
が
っ
て
．
巻
卜
四
の
意
義
連
想
の
音
仮
ラ
ロ
・
訓
仮

名
・
音
訓
仮
名
・
変
字
法
・
同
字
法
の
表
記
法
、
及
び
こ
れ
ら
の
仮
名
の
表

記
字
面
も
、
巻
十
五
・
十
ヒ
・
十
八
・
十
九
•
―
-
＋
の
五
巻
の
そ
れ
ら
と
、

更
に
巻
五
の
、
同
様
な
事
例
も
、
そ
れ
ら
の
表
記
法
の
一
環
と
し
て
位
直
づ

け
、
解
釈
す
る
こ
と
が
、
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
ば
巻
十

。

四
の
「
左
乎
思
鹿
」
（
三
五
―
―

1
0
)
は
、
巻
十
七
の
「
念
窓

Hi
」
（
三
九
五

0
、
家
持
）
・
巻
十
八
「
香
久
乃
菓
子
」
（
四
―
―
一
、
家
持
）
・
玉
口
具

波
之
」
（
四
一
―

1
0
、
家
持
）
・
巻
十
九
「
庭
多
豆
水
」
（
四
ニ
―
―
―
-
．
家

。

持
）
．
「
水
奴
麻
」
（
四
二
六
一
、
家
持
）
等
の
窯
義
連
想
の
訓
仮
名
の
事

18 
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例
と
対
照
し
て
、
表
記
意
識
乃
至
表
記
の
心
的
過
程
を
考
察
す
べ
き
で
あ

る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
表
記
者
が
す
べ
て
家
持
で
あ
る
こ
と
も
留
意
す
ぺ
き

で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
た
と
え
ば
「
思
加
」
「
志
加
」
「
之
可
」
「
志
可
」

な
ど
と
あ
っ
た
の
を
、
意
義
連
想
の
訓
仮
名
の
表
記
法
を
好
ん
で
、
「
思

鹿
」
と
更
き
改
め
た
と
見
る
方
が
、
「
鹿
」
と
あ
っ
た
の
を
、
「
思
鹿
」
と

書
き
改
め
た
と
見
る
よ
り
も
、
自
然
な
見
方
で
あ
ろ
う
。
「
思
鹿
」
と
同
じ

゜

短
歌
中
に
見
え
る
「
久
草
」
に
し
て
も
、
「
孤
悲
」
（
巻
十
四
・
十
五
・
十

七
。
十
八
に
見
え
る
）
、
「
楊
奈
（
士
示
）
疑
（
宜
）
」
（
巻
十
四
・
五
・
十

七
・
十
八
）
、
「
安
乎
楊
疑
」
（
巻
十
五
）
．
「
物
能
」
（
巻
十
四
•
五
・
十

七
。
十
八
）
を
は
じ
め
、
意
義
連
想
の
音
仮
名
の
一
事
例
と
し
て
考
察
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
も
と
の
表
記
字
面
の
「
草
」
に
な
ず
ん
だ

の
で
は
な
く
、
意
義
連
想
の
音
仮
名
と
し
て
「
久
草
」
の
字
面
を
選
ん
だ
も

の
と
見
ら
れ
る
Q

殊
に
、
家
持
の
弟
の
書
持
が
、
「
芳
流
」
（
三
九

0
l

)

 

．
「
芳
奈
」
（
三
九

0
1
)
と
一
首
の
中
で
表
記
し
、
巻
十
五
に
は
「
草
乎

思
香
」
（
三
六
七
八
）
と
「
草
」
を
「
さ
」
の
音
仮
名
に
用
い
て
い
る
こ
と

は
、
意
義
連
想
の
音
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
家
持
の

越
中
守
時
代
前
後
に
は
、
「
さ
」
の
音
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

更
に
、
抑
入
し
た
表
に
よ
っ
て
、
仮
名
書
の
巻
、
巻
五
。
十
四
・
十
五
・

十
七
。
十
八
。
十
九
・
ニ
十
の
七
巻
に
お
け
る
、
意
義
連
想
の
音
仮
名
・
訓

仮
名
。
音
訓
仮
名
の
事
例
の
分
布
及
び
語
奨
・
表
記
字
面
を
考
察
し
、
変

字
法
・
同
字
法
に
つ
い
て
も
同
様
の
考
察
を
し
て
、
こ
れ
ら
の
考
察
を
全
体

と
し
て
相
関
的
に
考
察
す
れ
ば
、
巻
十
四
の
「
思
鹿
」
「
久
草
」
等
の
表

記
字
面
は
、
も
と
「
鹿
」
「
草
」
と
正
訓
で
表
記
さ
れ
て
い
た
の
を
「
思

鹿
」
「
久
草
」
に
、
家
持
な
ど
が
整
理
し
、
書
き
改
め
た
も
の
で
は
な
い

こ
と
が
、
一
層
確
実
に
な
っ
て
く
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
巻
十
四
は
東

人
（
あ
づ
ま
び
と
）
の
東
歌
で
あ
り
、
奈
良
時
代
の
東
国
方
言
を
言
語
資
料

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
東
歌
を
万
葉
集
中
に
採
り
入
れ
た
意
味
の
大
半
が

あ
る
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
多
少
の
中
央
の
都
人
士
や
東
国
で
な
い
地
方

の
歌
が
介
在
し
、
大
和
地
方
の
中
央
語
に
よ
っ
て
東
国
方
言
が
修
飾
さ
れ
た

歌
が
相
当
あ
る
に
し
て
も
、
東
国
方
言
の
方
言
的
要
素
を
表
記
す
る
こ
と
に

意
を
用
い
た
こ
と
は
、
常
識
的
に
考
え
て
も
疑
え
な
い
こ
と
で
あ
る
，
し
た

が
っ
て
、
少
な
く
と
も
方
言
的
要
素
の
部
分
は
、
音
訓
い
ず
れ
を
用
い
る
に

せ
よ
、
一
字
一
音
の
仮
名
で
表
記
し
た
も
の
と
見
る
の
が
す
な
お
な
見
方
で

あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
正
訓
・
義
訓
を
用
い
た
と
し
て
も
、
せ
い
ぜ
い
巻
二

十
の
防
人
歌
中
最
も
字
訓
を
用
い
た
0

0

 

0
 
0
 

多
知
波
一
示
能
美
衣
利
乃
佐
刀
雨
父
乎
於
仮
立
道
乃
長
道
波
由
伎
加
立
努

加
毛

の
程
度
で
あ
り
、
そ
れ
で
も
「
由
伎
加
豆
努
加
毛
」
（
ユ
キ
カ
テ
ノ
カ
モ
）

の
よ
う
に
、
東
国
方
言
的
音
韻
を
表
記
す
る
た
め
に
は
甲
類
の
「
ノ
」
を
表

記
す
る
「
努
」
を
用
い
て
い
る
。

o

o

v

 

左
牡
鹿
乃
伏
也
草
村
雖
不
所
見
児
呂
之
金
門
従
往
久
之
吉
裳

の
よ
う
に
、
極
端
に
字
訓
や
淡
文
の
句
法
に
よ
っ
て
表
記
し
た
と
想
定
す
る

こ
と
は
、
躊
躇
さ
れ
る
。
「
金
門
従
」
「
吉
裳
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
よ
」
と

も
訓
め
「
ゆ
」
と
も
訓
め
る
し
、
「
え
し
」
と
も
訓
め
「
よ
し
」
と
も
訓
め

る
。
前
に
述
ぺ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う
な
表
記
法
は
、
東
歌
の
採

録
者
に
し
て
も
、
整
理
し
編
暴
し
た
人
に
し
て
も
、
恐
ら
く
採
ら
な
か
っ
た

と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
表
記
に
正
訓
。
義
訓
を
も
用
い
た
で
あ
ろ
う
が
、

方
言
的
要
素
の
部
分
は
、
原
則
的
に
は
、
音
訓
い
ず
れ
に
せ
よ
.
―
字
一
音

の
仮
名
で
表
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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ま
た
、
す
で
に
述
ぺ
た
よ
う
に
、
東
歌
は
巻
二
十
の
防
人
歌
に
比
べ
て
中

央
語
化
さ
れ
て
い
る
に
せ
よ
、
ぱ
じ
め
漠
字
の
正
訓
・
義
訓
で
記
さ
れ
て
い

た
も
の
を
、
中
央
の
都
人
七
が
東
国
方
言
に
改
め
る
と
い
う
事
は
不
可
能
に

近
く
、
常
識
的
に
も
考
え
ら
れ
な
い
。
策
臼
は
、
巻
十
四
を
陀
理
し
、
も
と

の
表
記
字
面
に
手
を
加
え
、
謡
義
述
想
の
音
仮
名
・
訓
仮
名
・
音
訓
仮
名
に

壽
き
改
め
、
変
字
形
。
同
字
法
を
用
い
て
上
悶
ぎ
改
め
た
の
は
、
仮
名
害
の
七

巻
の
表
記
法
に
現
わ
れ
て
い
る
証
徴
を
相
関
的
に
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、

恐
ら
く
大
伴
家
持
で
あ
る
と
見
て
誤
り
な
い
も
の
と
思
う
。
と
共
に
、
繰
り

返
し
述
べ
た
よ
う
に
、
巻
十
四
が
大
体
東
国
方
一
―
-
0

を
言
語
資
材
と
し
て
表
堤

さ
れ
た
東
歌
で
あ
り
、
東
歌
が
中
央
の
部
人
七
の
関
心
と
興
味
を
引
い
た

大
半
の
理
由
は
、
東
人
と
い
う
特
殊
な
地
方
人
の
歌
で
あ
り
、
そ
の
言
飴
に

大
和
地
方
を
中
心
と
す
る
中
央
語
糸
の
西
部
古
代
語
と
著
し
い
方
言
内
差
異

が
認
め
ら
れ
て
い
た
事
に
あ
る
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
東
歌
の
採
録
者
で

も
、
巻
十
四
の
編
脳
者
で
も
、
東
国
方
言
的
要
索
を
表
記
し
な
い
よ
う
な
表

記
法
は
原
則
的
に
避
け
た
で
あ
ろ
う
。
（
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
）

注(
1
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「
万
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築
新
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」
上
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。
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氏
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仮
名
書
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仮
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国
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国
文
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第
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菓
作
者
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王
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国
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国
文
」
第
一
一
巻
十

号
。

(
4
)
遠
藤
嘉
基
氏
「
東
歌
防
人
歌
仮
名
遣
考
」
「
国
語
国
文
」
第
二
巻

＋
号
。

(
5
)筆
者
●
龍
田
千
秋
•
木
畑
貞
清
共
同
研
究
「
大
伴
家
持
の
修
辞
研

究
」

「
い
語
国
＇
又
の
研
究
」
第
一
―
十
二
号

Q

20 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked




